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●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,440

46,384

47,056

33,358

（-20）人

（-30）人

（-32）人

（-2）世帯
H25.9.30現在　（　）内は前月比

11月の延長窓口は
５日、12日、19日、26日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市
民センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発
行等を夜の７時まで延長しています。
※ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　
　　　☎65‐0683 　65‐6338地元生産森林組合の指導で身近な産業「林業」を体験…関連ページは p15地元生産森林組合の指導で身近な産業「林業」を体験…関連ページは p15地元生産森林組合の指導で身近な産業「林業」を体験…関連ページは p15
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台風18号により住宅の被害に遭われた皆さんへ
　県は、台風18号によりお住まいに大きな被害を受けたことで生活基盤に大きな影響が発生した
方々に対する生活再建支援金交付申請の受付を開始しました。
　一刻も早い日常生活への復旧のため本支援金制度をご利用ください。

対
象
と
な
る
方

　
①
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯　
②
住
宅
が

半
壊
ま
た
は
住
宅
敷
地
に
被
害
が
生
じ
、

や
む
を
得
ず
解
体
し
た
世
帯　
③
住
宅
が

半
壊
し
、
居
住
の
た
め
大
規
模
な
補
修
が

必
要
な
世
帯　
④
住
宅
が
半
壊
し
た
世
帯

⑤
住
宅
が
床
上
浸
水
の
被
害
に
遭
っ
た
世

帯　支
援
金
に
つ
い
て

♦
支
援
金
に
は
２
種
類
あ
り
ま
す
♦

①�

基
礎
支
援
金
…
住
宅
の
被
害
の
程
度
に

応
じ
て
交
付
す
る
支
援
金

②�

加
算
支
援
金
…
住
宅
の
再
建
方
法
に
応

じ
て
交
付
す
る
支
援
金

申
請
期
間

基
礎
支
援
金　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

加
算
支
援
金　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

支
援
金
交
付
申
請
に
必
要
な
書
類

①
交
付
申
請
書
兼
交
付
請
求
書

　
•�

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
台
風
18
号
に
よ

る
災
害
対
策
に
関
す
る
情
報
」内
お
よ

び
市
危
機
管
理
課
、
信
楽
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
に
て
様
式
を
お
求
め
い
た

だ
け
ま
す
。
記
入
方
法
な
ど
は
、
担

当
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

②�

り
災
証
明
書（
市
税
務
課
で
現
場
確
認
の
後

約
1
週
間
で
発
行
）

③�

住
民
票（
被
災
時
の
世
帯
全
員
、続
柄・世

帯
主
氏
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

　
※�

本
制
度
で
は
、
世
帯
の
構
成
員
数
が

２
人
以
上
か
、
１
人
か
で
交
付
額
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
振
込
先
を
確
認
で
き
る
書
類
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融
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番
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世
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名
義
の
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が
あ
る
も
の
）

―
加
算
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援
金
を
申
請
さ
れ
る
場
合
―
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今
後
、
お
住
ま
い
を
ど
の
よ
う
に

さ
れ
る
の
か（
住
宅
を
建
築
、
購
入
、

補
修
ま
た
は
賃
借
）に
応
じ
、
そ
の

こ
と
を
確
認
で
き
る
契
約
書
な
ど
の

写
し
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経
費
の
内
訳
が
確
認
で
き
る
書
類

を
含
む　

　
•
実
績
報
告
書　

　
　
※
交
付
決
定
後
に
県
へ
提
出

書
類
の
提
出
先

　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
被
災

し
た
住
宅
が
市
内
に
あ
る
場
合
は
水
口
庁

舎
２
F
危
機
管
理
課
も
し
く
は
信
楽
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
住
宅
が
市
外
に
あ
る
場
合
は
、
住

宅
が
所
在
す
る
市
町
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
）

注
意
事
項

○�

加
算
支
援
金
は
、
平
成
25
年
台
風
18
号

に
よ
る
被
災
が
原
因
で
あ
れ
ば
、
申
請

時
に
既
に
工
事
が
完
了
し
て
い
る
場
合

で
も
申
請
が
可
能
で
す
。

○�

基
礎
支
援
金
は
、
市
が
受
付
し
た
申
請

書
を
県
が
審
査
し
、
県
か
ら
交
付
に
係

る
通
知
の
発
送
と
指
定
口
座
へ
の
振
込

み
が
な
さ
れ
ま
す
。

　

�

加
算
支
援
金
も
同
様
に
市
を
経
由
し
、

県
で
の
審
査
の
後
、
交
付
決
定
通
知
書

が
発
送
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
工
事
の

実
績
報
告
書
が
県
に
提
出
さ
れ
、
内
容

の
調
査
が
行
わ
れ
た
後
の
振
込
み
と
な

り
ま
す
。

問い合わせ
　滋賀県被災者生活再建支援窓口（県防災危機管理局内）
　住所:〒520-8577　大津市京町4-1-1
　☎077-528-4984　 077-528-4843
　Eメール:as00@pref.shiga.lg.jp
　ホームページ:http://www.pref.shiga.lg.jp/

第２回

閉幕
たくさんのご来場ありがとうございました

　第2回信楽まちなか芸術祭が、10月1日から20日までの会期を終え
幕が下ろされました。その間、延べ9万人を超えるお客様にご来場いた
だきました。
　当芸術祭では、開幕直前、台風18号により会場周辺でも被害が発生し
ましたが、住民の皆さんの温かいおもてなしにより多くの皆さんに秋の
陶都を楽しんでいただきました。　　　　　　　　　　　　信楽まちなか芸術祭　実行委員長　上　田　益　男

第2回信楽まちなか芸術祭の風景
　「まちなか会場」、「陶芸の森会場」を中心に開催され
た芸術祭では、様々な展示や住民の皆さんによる企画
があちらこちらで開かれました。
　また、各店舗には多くのお客様が訪れ、お気に入り
の陶器選びを楽しんでいました。
　最終日20日には、まちなかの「THE TANUKI」
160体が信楽まちなか芸術祭インフォメーションセ
ンター周辺に大集合する中、閉幕のセレモニーが行わ
れ、次回３年後の開催を願い、幕を閉じました。

第2回信楽まちなか芸術祭を盛り
上げた

ボランティアによるFMラジオ放
送

（まちかど特派員　中島悠さんリポート
）

　「第2回信楽まちなか芸術祭」の開
催に併せて、イベントFMである『F

Mしがらき』

が開局されました。
　放送では、イベント情報や交通情

報等に加え、“やきもののまち・お茶
のまち”信楽

をPRしつつ、また新たな信楽の魅力
を発信するため、約70名のボランテ

ィアスタッ

フが集結し、全員が工夫を凝らしな
がら『FMしがらき』を創り上げました

。

　FMしがらき実行委員長の美
み

馬
ま

崇
た か

宏
ひ ろ

さんは「リスナーの皆さんもスタッフ
も一緒に

なって楽しめるFM放送ができまし
た。支えてくださった皆さんに感謝

の気持ちで

いっぱいです。FMしがらきを通じ
て、地域や世代を超えた皆

さんとの交流が深まりました。あり
がとうございました。」と

お話をいただきました。

　番組をつくるため、普段別々のお
仕事をされている皆さん

が毎晩集まり、それが絆となり芸術
祭や地域を盛り上げられ

たことに、スタッフの皆さんはとて
も充実した様子でした。

▲FMしがらきスタッフの皆さん

窯元散策路を見守る
160体のタヌキたち

色んな作家の見本市
「セラミック・アート・マーケット」

信楽青年寮の
皆さんによる展示

陶芸の森「信楽からつたえたいコト」展まちなかに現れた不思議な光景

中嶋市長、姉妹都市利川市の李福祉文化局長らによる
開幕のテープカット

インフォメーションセンター前に大集合した160体のタヌキ

滋賀県から生活再建支援金交付

さぁ出発（インフォメーションセンター前）
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●
採
用
職
種
／

一
般
行
政（
身
体
障
が
い
者

対
象
）第
二
次
募
集　
採
用

予
定
人
数：１
名
程
度

（
平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
）

●
受
験
資
格
／

・�

昭
和
59
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
８
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

※�

そ
の
他
の
受
験
資
格
に
つ
い
て
は
職
員
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
職
務
内
容
／

　
本
採
用
試
験
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
方
は
、

一
般
行
政
職
の
職
務
に
従
事
し
て
頂
き
ま
す
。

障
が
い
に
対
す
る
配
慮
は
当
然
致
し
ま
す
が
、

職
務
内
容
は
本
採
用
試
験
以
外
の
試
験
に
お

い
て
採
用
さ
れ
た
一
般
行
政
職
員
と
同
じ
で

す
。
ま
た
、
採
用
後
の
昇
給
や
昇
任
に
つ
い

て
も
、
採
用
試
験
の
違
い
に
よ
る
区
別
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
一
次
試
験
／
12
月
１
日（
日
）

●
２
次
試
験
／
12
月
下
旬
予
定

●�

受
付
期
間
／
11
月
20
日（
水
）ま
で
の
執
務

時
間
中（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

11月９日（土）～15日（金）まで

平成25年度全国統一防火標語
消すまでは　心の警報　ＯＮのまま

　秋から冬にかけて、空気が乾燥し、また暖房器具の使用が始まるため、火災が多発する季節になってい
ます。「秋の火災予防運動」は、この時期に火災予防思想の一層の普及を図るとともに、大切な命を守り、
また財産の消失を防ぐことを目的としています。

■家の周りの放火対策をしましょう
　平成24年中に発生した火災の出火原因の第１位は「放火」によるもの
です。家の周りに燃えやすいものを置かないようにして、「放火されな
い」、「放火させない」環境を作りましょう。

平成25年 秋の火災予防運動秋の火災予防運動

■住宅用火災警報器の設置や、維持管理をしましょう
　住宅火災により命を落とす方の約６割は逃げ遅れによるものです。
住宅用火災警報器は、住宅火災による逃げ遅れを防ぐためのものです。
設置がまだの方は早急に設置を、また、設置済みの方は付着したホコ
リを取るなど、適切に維持管理しましょう。

■住宅用消火器を設置し、防炎品を使いましょう
　火災を初期段階で消火し被害を最小限にするために「住宅用消火
器」を設置しましょう。すでに設置している方は、消火器を点検し、
腐食している場合は絶対に使用せず、必ず指定の窓口等で処分を依
頼しましょう。
　また、寝具やカーテン等にはできるだけ火の燃え広がりにくい防
炎品を使用し、火災から身を守りましょう。

問い合わせ　甲賀広域行政組合消防本部　予防課
　　　　　　☎63-7932 ／ 63-7940
　　　　　　ホームページ　http://www.koka-koiki.jp

   防火についてはお近くの消防署にもご相談ください

職員採用試験の
お知らせ

問
い
合
わ
せ

職
員
課　

人
事
係
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甲賀市一般行政

（身体障がい者対象）
●主な放送内容●　※毎週日曜日、木曜日に更新
　・こうかトピックス（市主催の行事やニュースなど）
　・きらめき情報局（市役所各課からのお知らせなど）
　・くらしナビ（市内施設や専門職からのお知らせ）
　・とびだせ！わくわく放送室 
　　　　　� (小学校・中学校の放送担当児童・生徒が作成)
　・あいこうかphoto（広報あいこうかを写真を使って紹介）
　・インフォメーション
� （イベントなどの案内を文字と音声でお知らせ）

あいコムこうか光テレビでお届けしています

市広報課キャスターがご案内します。問い合わせ

☎65-0675／ 63-4619広報課　広報広聴係

※�この番組をご覧いただくには、あいコムこうか光テレビ
契約（有料）が必要になります。　

　市が進める地域情報化基盤整備事業によって行
政情報番組をテレビでご覧いただけます。市が主
催、後援する催しをつうじて市民皆さんの溢れる
笑顔をお届けするほか、市議会や市からのお知ら
せ、保育園や幼稚園、小学校で過ごす子どもたち
の様子もお届けしています。ぜひ、ご覧ください。

あふれる  　　 を放送中笑顔

平成25年11月1日 42013.11.15 　　　　2013.11.1 平成25年11月1日



地域市
民セン

ター

西東
北南

西東
北南

西東
北南

●利用対象者　 小学校１～３年生
　　　�（定員に余裕があれば６年生まで利用可能のクラブも

あります。）
●利用時間　平　日：放課後～ 18時
　　　　　　土曜日：８時～ 18時
　　　（希望者が5人以上あれば検討します）
　　　　　　長期休暇：8時～ 18時

児童クラブ名 学校区 定員（概ね） 申し込み期間 電話番号
水口児童クラブ 水口 40名 平成25年11月28 日（木）～

 　　 　　11月30 日（土）
時間 ９：30～18：30（木）（金）
　　 ９：30～12：30（土）

※入所希望者説明会
　11月７日（木）20：00～
　碧水ホール
　　（申請用紙当日渡し）

ＮＰＯ法人
わくわくキッズ
63-4655
(水口町八坂)

綾野児童クラブ 綾野 35名
貴生川児童クラブ 貴生川 45名
貴生川第２児童クラブ 貴生川 45名
伴谷児童クラブ 伴谷 45名
伴谷東児童クラブ 伴谷東 40名
柏木児童クラブ 柏木 20名
土山かしきや児童クラブ 土山 25名
大野児童クラブ 大野 25名
油日児童クラブ 油日 25名 11月１日（金）～ 15日（金） 88-2384
大原児童クラブ 大原 25名

11月１日（金）～ 15日（金）
労協センター事業団
甲賀事業所　88-9225

88-2368
甲南そまっこ児童クラブ 甲南第一 60名 86-7798
甲南わくわく児童クラブ 希望ヶ丘 60名 86-4024

甲南なかよし児童クラブ 中部・第二・
第三 40名 86-1577

小原つばさ児童クラブ 小原 15名 82-4511
雲井くもっこ児童クラブ 雲井 20名 83-0311
信楽児童クラブ 信楽 30名 11月１日（金）～ 15日（金） 82-2010

平成26年度

問い合わせ

☎65-0705 ／ 63-4085
こども応援課

小
児
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
に
変
更
点

接
種
の
条
件
や
接
種
ワ
ク
チ
ン
の

種
類
が
変
わ
り
ま
し
た

◆
変
更
箇
所
◆

変
更
点
①　

�

初
回
接
種
を
生
後
２
～
７
か
月
ま
で

に
始
め
ら
れ
た
方
の
追
加
接
種
に
つ

い
て

　
（
変
更
前
）�初
回
接
種
終
了
後
、
60
日
以
上
の
間

隔
を
置
け
ば
接
種
可
能（
標
準
は
１
歳

～
１
歳
３
か
月
）

　
　
　
　
　
　
↓

　
（
変
更
後
）�初
回
接
種
終
了
後
、
60
日
以
上
の
間

隔
を
置
き
、
必
ず
１
歳
の
お
誕
生
日

を
迎
え
て
か
ら
の
接
種　
　

変
更
点
②　

�

初
回
接
種
を
生
後
７
～
12
か
月
に
至

る
ま
で
に
始
め
た
場
合
の
２
回
目
の

接
種
に
つ
い
て

　
（
変
更
前
）１
歳
ま
で
に
終
了
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
↓

　
（
変
更
後
）�生
後
13
か
月
の
１
日
前
ま
で
に
終
了

す
る
こ
と

変
更
点
③　

�

小
児
用
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
の
変

更
に
つ
い
て

　
（
変
更
前
）�沈
降
７
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
↓

　
（
変
更
後
）�沈
降
13
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン

※�

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
肺
炎
球
菌
の
種
類
が
増
え

ま
し
た
。
接
種
回
数
は
同
じ
で
す
。

　

�

接
種
方
法
等
不
明
な
点
等
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課　

母
子
保
健
係
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　市では、保護者が仕事などにより昼間家庭で保
育できない児童に対し、健全な育成を図るため、
放課後の集団生活の場「児童クラブ」（学童保育）を
設置しています。
　平成26年度の申し込みを下記のとおり行います
ので、この期間にお申し込みください。　

●利用料金　平日10,000円/月
　　　（土曜日、長期休暇は利用料金が加算されます）
●申込先　 通学している学校区の児童クラブ

※�詳しくは、各クラブにお問い合わせください。
　　（�水口および土山地域の児童クラブの申し込みにつ

いては、11月７日（木）の入所希望者説明会でお
知らせします。お問い合わせは、NPO法人わく
わくキッズ事務局にお願いします。）

　※�入所については、入所基準に該当し保育の必要性
の高い方から決定します。

　※�定員は、平成25年11月現在の数字です。

児童クラブ利用申し込み受付開始児童クラブ利用申し込み受付開始

　
甲
南
庁
舎
で
９
月
27
日
に
市
職
員
や
庁
舎
内
で
働
く
各
種
団

体
職
員
な
ど
94
名
が
参
加
し
て
消
防
訓
練
を
実
施
し
、
屋
内
消

火
栓
を
使
用
し
た
初
期
消
火
訓
練
と
、
来
庁
者
・
け
が
人
等
を

想
定
し
た
避
難
誘
導
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
庁
舎
前
に
集
ま
り
水
消
火
器
を
使
っ
て
消
火
器
の
操

作
を
体
験
し
た
あ
と
、
け
が
人
の
搬
送
、
応
急
手
当
法
な
ど

に
つ
い
て
、
甲
南
消
防
署

の
方
々
に
指
導
を
い
た
だ

き
緊
急
時
の
行
動
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
何
時
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
火
災
や
事
故
等
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
員
が
改
め
て
知
識

と
技
術
を
磨
く
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

甲
南
庁
舎
で
消
防
訓
練
を
実
施

▲けが人の搬送法の指導

●
雲
井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

すっきりきれいに！

●綾野地域市民センター

　

９
月
初
旬
、
水
口
中
央
公
民
館
周
辺
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
雨
の
降
る
中
、
綾
野
自
治
振
興
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の

方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、
公
民
館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
職
員

も
一
緒
に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
夏
の
間
に
の
び
き
っ
た
草
や
、
高
い
と
こ
ろ
ま
で
成
長
し
た
木
の
枝

な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
作
業
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
来
館
者
の

方
に
も「
さ
っ
ぱ
り
し
た
ね
」と
喜
ん
で
頂
き
、
９
月
29
日
開
催
の「
あ
や

の
わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
タ
25
」の
準
備
も
整
い
ま
し
た
。

　
公
民
館
周
辺
は
整
備
箇
所
も
多
く
、
職
員
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々

や
利
用
者
の
み
な
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
造
園
業
者
の
方
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

 秋を満喫しました
●大野地域市民センター

　
10
月
６
日
、
第
33
回
大
野
学
区
民
運
動
会
が
大
野
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
の
種
目
も
参
加
者
は
、
家
族
や
地
域
の
方
々
の
声
援
を
受
け
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
幼
児
・
子
ど
も
レ
ー
ス
で
は
、
景
品

を
手
に
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
が
は
じ
け
ま
し
た
。
ま
た
区
対
抗
種
目
で

は
、
手
に
汗
握
る
熱
戦
が
続
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
区
長
会
や
体
育
振
興
委
員
会
、
自
治
振
興
会
と

の
絆
が
深
ま
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

●
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲剪定の様子

▲景品を手に笑顔がはじける

今
年
も
や
り
ま
す

「
天
平
の
地
ふ
れ
あ
い
市
場
＆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

　
雲
井
自
治
振
興
会
で
は
、
今
年
も
11
月
10
日
の
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、
黄
瀬
交
流
館「
さ
ら
ら
」の
駐
車
場
を
会
場

に
ふ
れ
あ
い
市
場
を
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
雲
井
地
域
５
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
地
元
で
採
れ

た
新
鮮
野
菜
や
各
種
加
工
品
の
販
売
な
ど
数
多
く
の
模
擬
店
も

出
店
し
ま
す
。
ま
た
一
般
参
加
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、
雲

井
小
学
校
４
年
生
以
上
を
対
象

に
、
職
業
体
験
や
地
域
交
流
を

目
的
と
し
た「
子
ど
も
シ
ョ
ッ

プ（
駄
菓
子
屋
さ
ん
）」も
開
店

さ
れ
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
が
大
盛
況
と
な
り

ま
す
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
、
ぜ
ひ
、
秋
の
雲

井
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
ね
。

▲昨年の「ふれあい市場」の様子

水口中央公民館周辺環境整備
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高齢者介護予防ボランティア・
ポイント制度

参加者
募集中

◆ポイント制度の仕組み
【対象者】�市内在住の65歳以上の介護保険の認定を受

けていない方
【活動受�入機関】市内の所定の介護保険適用施設、障害

者施設、NPO法人など
【活動内�容】話し相手、傾聴、移動介助、配膳下膳、施

設内外の清掃、催事手伝い、レクレーションの
参加支援、特技披露、農作業、日曜大工など

【ポイン�ト制度の内容】所定の活動受入機関でボラン
ティアとして活動し、その活動時間に応じて
ポイントを貯めることができます。貯めたポ
イントは年度末にポイント数に応じて市の特
産品と交換することができます。

※�１時間を１ポイントと換算。ポイントを貯めることがで
きる上限は１日２ポイント、年間50ポイントまで。

【登録方�法】長寿福祉課地域支援係で登録申請を行って
ください。また、事前研修会に参加していた
だく必要があります。

　ボランティア活動は、無理をせず、自分自身が楽し
むことが大切です。「ボランティア活動をしたい」とい
う気持ちがあれば十分です。特に特技や技術は必要あ
りません。
　ボランティアに参加された皆さまからは、「色々な
人に出会えて楽しい」「人に喜んでもらえてうれしい」
「生活の張り合いになっている」などの声をいただいて
います。
　ボランティア活動をとおして、いきいきと毎日を過
ごせるように、自分にできることからはじめてみませ
んか。

問い合わせ

☎65-0699 ／ 63-4591
長寿福祉課　地域支援係

「
こ
う
か
盛せ

い

人じ
ん

の
つ
ど
い
」

　
20
歳
の
成
人
式
か
ら
50
年
。
70
歳
を
お
迎
え
に
な
る
皆
さ
ま
を
中
心
に
、
再
会
を

喜
び
、
ま
す
ま
す
元
気
で
身
近
な
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
後
輩
の
育
成・指
導
に
活
躍

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
よ
り
充
実
し
た
豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
こ
と
を
確
か
め

合
う
機
会
と
し
て「
こ
う
か
盛
人
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

　
記
念
講
演
に
は
女
優　
藤
田
弓
子
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
自
ら
の
体
験
談
を

中
心
に
人
生
や
家
族
、
生
き
が
い
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
市
民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
活
動
発
表
の
ほ
か
、展
示
室・ロ
ビ
ー
で
は
、

百
歳
体
操
の
実
演
や
作
品
展
、
野
菜
の
展
示
販
売
、
お
茶
席
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課　

生
涯
学
習
係
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　甲賀市では、高齢者の皆さまにいつまでも健康で、生きがいを持って元気に暮らしていた
だくために、「高齢者介護予防ボランティア・ポイント制度」を実施しています。
　今年度は、新たに23名の方が登録され、現在60名以上の方がいきいきとボランティア活
動に励まれています。

開催

【日時】

 11月10日（日）
　　 12：00 ～　展示室での催し

　　　　百歳体操実演、作品展等（16時
まで）

　　　　ホワイエにてお茶席（14時30分
まで）

 　　13：00 ～　受付・ホール開場

　　 13：20 ～　オープニングアクト

 　　13：30 ～　開会行事
 　　13：40 ～　市民活動団体発表

 　　14：30 ～　記念講演
　　　　　　　　　「いくつになっても旬」

　　　　　　　　　講師  女優 藤田弓子さん
　　 16：00　　 閉会

【会場】

  あいこうか市民ホール
【主催】
　　「こうか盛

せ い

人
じ ん

のつどい」実行委員会

　　甲賀市・甲賀市教育委員会

※参加費無料
手話通訳あり

●国保に加入するとき● （手続きに必要なもの）
他の市区町村から転入してきたとき 住基カードまたは転出証明書
他の社会保険の被保険者でなくなったとき 社会保険をやめた証明書他の社会保険の扶養家族からはずれたとき
子どもが生まれたとき 被保険者証
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書
●国保をやめるとき● (手続きに必要なもの)
後期高齢者医療制度の対象となったとき
（六十五歳以上七十五歳未満の場合） 被保険者証

他の市区町村へ転出するとき 被保険者証
他の社会保険の被保険者になったとき 国保と他の社会保険の

両方の被保険者証他の社会保険の扶養家族になったとき
死亡したとき 被保険者証

喪主等の確認ができるもの
生活保護を受けるようになったとき 被保険者証

保護開始決定通知書

国
民
健
康
保
険
制
度
の
適
正
な
ご
利
用
を

～
十
一
月
は
国
民
健
康
保
険
制
度
適
用
適
正
月
間
で
す
～

■
国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　
国
民
健
康
保
険
は
、
七
十
四
歳
ま
で
の
方
で

社
会
保
険（
健
康
保
険
、
共
済
・
船
員
保
険
も
含

む
）の
被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
被
扶
養
者
、
生

活
保
護
被
保
護
世
帯
を
除
く
、
す
べ
て
の
人
が

加
入
す
る
制
度
で
す
。

　
届
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
付
い
た
だ
い
た
り
、
社
会
保
険
加
入
時
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
医
療
費
を
返
還
い
た
だ
く
な

ど
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
十
四
日
以
内
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す

　
同
じ
世
帯
に
社
会
保
険
の
加
入
者
が
い
る
場

合
や
、
生
活
費
の
大
部
分
を
仕
送
り
に
頼
っ
て

い
る
方
で
、
一
定
の
年
収
以
下
の
場
合
、
被
扶

養
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た
場

合
、
国
保
税
の
負
担
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
勤
務
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

《
被
扶
養
者
の
年
収
の
目
安
》

①�

年
収
一
三
〇
万
円
未
満
で
、
扶
養
す
る
人
の

年
収
の
半
分
未
満
で
あ
る
こ
と
。

②�

六
〇
歳
以
上
ま
た
は
一
定
の
障
害
が
あ
る
場

合
は
、
年
収
一
八
〇
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

■
無
駄
な
医
療
費
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は

三
十
二
万
五
千
六
百
四
十
八
円
で
、
県
内
で
第

三
位
と
、
年
々
増
加
の
一
途
で
す
。
医
療
費
増

加
の
原
因
は
、
人
口
構
造
の
高
齢
化
や
医
療
技

術
の
進
歩
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
慢
性
患
者
の

増
加
の
ほ
か
、
頻
回
受
診
や
重
複
受
診
も
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

②
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

③�

救
急
の
時
以
外
は
、
診
療
時
間
内
に
受
診
し

ま
し
ょ
う

④
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

⑤
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

⑥
毎
日
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う

■
高
額
療
養
費
の
申
請
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
既
に「
限
度
額
適
用
認
定
証
」や「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」の
交
付
を
受
け

て
い
る
場
合
で
も
、
院
外
処
方
や
世
帯
合
算
な

ど
、
申
請
に
よ
り
更
に
払
い
戻
し
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は「
滋
賀
県
の
国
保
」（
三
月
に
郵

送
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）に
て
、
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
旧
支
所
の
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
所
得
の
申
告
も
お
忘
れ
な
く

　
所
得
の
申
告
忘
れ
が
あ
る
と
、
本
来
受
け
ら

れ
る
べ
き
国
保
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
が
で
き
て
い
な
い
場
合

は
、
税
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　個人の白色申告者のうち、事業所得、不動
産所得または山林所得を生ずべき業務を行う
全ての方（所得税及び復興特別所得税の申告
の必要がない方も対象となります）は、平成
26年１月から記帳と帳簿書類の保存が必要
です。

　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳
細は、国税庁ホームページ（http//www.nta.
go.jp)をご覧ください。詳しくは、最寄りの
税務署にお問い合わせください。

記帳説明会のご案内
　新たに記帳を行う方や記帳の仕方が分から
ない方のために、記帳・帳簿等の保存制度の概
要や記帳の仕方などを説明する「記帳説明会」
を水口納税協会と共同で実施します。
　また、決算時期には、「決算説明会」を開催し、
棚卸の仕方、減価償却の方法などについて説
明をします。

記帳説明会
開催月日 時　間 場　所 講　師

11月６日
（水）

第１回
10時～ 12時
第２回

14時～ 16時

湖南市商工会
（サンライフ甲西）

税理士
11月７日
（木）

水口納税協会
（税務署の隣）

決算説明会
開催月日 時　間 場　所 講　師

12月３日
（火）

第１回
10時～ 12時
第２回

14時～ 16時

甲賀市商工会
（税務署の向かい側）

税理士
12月４日
（水）

湖南市商工会
（サンライフ甲西）

どなたでも参加できますので、ぜひお越しく
ださい。

※�自動音声によりご案内しています。
アナウンスに従い操作してください。

問い合わせ

☎62-0314（代表）
水口税務署　個人課税部門

問
い
合
わ
せ

■
資
格
･
給
付
に
関
す
る
こ
と

 

保
険
年
金
課　

国
保
年
金
係
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■
税
･
所
得
の
申
告
に
関
す
る
こ
と

 

税
務
課　

市
民
税
係
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７
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―
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記帳・帳簿義務が拡大
－個人の白色申告者の方へ－

水口税務署からのお知らせ
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こ

林
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みんなでつくる安心・安全なまち
テーマ別対策委員会設置
　本市では、今後のセーフコミュニティ活動を具体的
に実践していくしくみとして、次の５項目のテーマ別
対策委員会が発足しました。
●自殺の予防に向けて
　→自殺対策委員会
●交通安全に向けて
　→交通安全対策委員会
●高齢者の安全に向けて
　→高齢者の安全対策委員会
●子どもの安全に向けて
　→子どもの安全対策委員会
●災害被害の防止に向けて
　→災害対策委員会
　各委員会は、テーマに関連した取組をされている団
体や地域、関係機関の方など、９名～ 12名の委員で
構成されます。今後、対策委員会には、テーマごとの
課題の掘り下げと、それぞれの解決に向けた活動の企
画・実践をしていただきます。

第１回対策委員会開催
　10月２日（水）、水口社会福祉センターにて第１回対
策委員会を開催しました。初の会議である今回は、５項
目のテーマ別対策委員会の合同会議として開催し、45
人の参加がありました。会議の前段では、事務局より

「セーフコミュニティ地域診断」（統計資料や
アンケート調査による安全課題の分析）の結
果や、対策委員会設置の目的・経緯等を説明
し、続いて（社）日本セーフコミュニティ推進
機構 代表理事 白石陽子氏より、セーフコミュ
ニティの概要等を解説していただきました。
　第２回、第３回の会議では、本市の現状や

地域の課題を見直し、「これまでの安心安全の活動に、
どんな部分が不足しているか」「どんなことをすれば（あ
るいはこれまでの安心安全の活動をどのように変えれ
ば）より効果があるか」を考えていただき、地域に根差し
た、効果的な取組展開に向けて検討を進めていきます。

地
域
の
魅
力
発
信
基
地
と
し
て

　
第
３
セ
ク
タ
ー
新
名
神
高
速
道
路
甲
南
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は「
甲
賀
忍
者
」を
テ
ー
マ
に
、
地
元
産
業
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
P
A
内
に

は
テ
ー
マ
に
ち
な
ん
だ
特
産
品
や
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
名
産
な
ど
が
並
び
、
利
用
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
ち
ら
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
産
品
に
つ
い
て
生
産
者
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
の
で
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～
甲
南
か
ら
全
国
へ
～

○本の体裁　Ｂ５判・上製本・箱入り・本文約600ページ・付録「宿場町歴史地図」
○販売価格　1冊3,500円　　予約価格　1冊3,400円
○予約期間　11月1日（金）～平成26年1月24日（金）
○申込方法　市史編さん室へ直接または電話・FAX・Eメールでお申し込みください。
　　　　　　水口歴史民俗資料館・土山歴史民俗資料館・かふか生涯学習館
　　　　　　信楽中央公民館の各窓口でもお申し込みいただけます。（休館日にご注意）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※全巻予約済のかたは今回の予約は不要です。
申し込み・問い合わせ　歴史文化財課市史編さん室（甲賀市役所甲南庁舎3階）
☎ 86-8075　  86-8216　Eメール koka30109000@city.koka.lg.jp

「
道
・
町
・
村
の
江
戸
時
代
」 

予
約
受
付
開
始

　

水
口
岡
山
城
の
築
城
か
ら
明
治
維
新
に
い
た
る
近
世
約
２
８
０
年
。
東
海
道
の
整
備
と
土

山
・
水
口
両
宿
の
賑
わ
い
、
大
名
・
旗
本
・
代
官
の
支
配
、
甲
賀
古
士
と
甲
賀
者
、
町
や
村
の
暮

ら
し
、
天
保
一
揆
と
幕
末
の
動
向
、
地
域
文
化
の
形
成
と
地
場
産
業
の
成
立
な
ど
、「
ふ
る
さ

と
甲
賀
」の
原
型
が
完
成
し
た
こ
の
時
代
を
、
多
く
の
写
真
や
図
表
を
そ
え
て
詳
し
く
紹
介
し

ま
す
。

編集委員長　　木村 至宏（成安造形大学名誉教授・同附属近江学研究所所長）
本巻編集委員　水本 邦彦（京都府立大学名誉教授・長浜バイオ大学特任教授）

『
甲
賀
市
史
』 

第
３
巻　　
平
成
26
年
２
月
刊
行

※市史の詳細は市ホームページトップの［甲賀市史］のバナーからもご覧いただけます。

七夕笹かざり
成田牧場の
ジェラート

地元甲南高校・
甲南養護高等学校
とのコラボ

　全国からPAにいらっ
しゃるお客様が願いごとを
短冊に書かれたあと、笹ご
と矢川神社に奉納します。　自家製牛乳と市内農作物

を使って提供されるジェ
ラートは大人気。ミルクの
濃い香りが病みつきです。

　PAで今大人気の「忍者バー
ガー」（こちらも黒影米使用）や、
羊毛手芸セットは地元の学校と
のコラボ商品です。こうした連
携活動には、県なども注目し、
今年大津市内のJAグループとの
コラボに発展しています。
　PAでの活動は徐々に広がりつ
つあるようです。

矢川神社　

問い合わせ

☎86-8188 ／ 86-8303
新名神高速道路 甲南パーキングエリア

地元牧場産のスイーツ

忍
しのび

ざし黒
く ろ

影
か げ

米と忍者餃子 15㎝の竹ものさし
　四国、九州から運ばれ、温度や湿度の変
化に強い竹は20以上の工程を経て、美し
いものさしになり、長いものほどプラス
チックと比べてくるいが少ないそうです。

　夜の気温が下がるとグンと黒くなるアント
シアニン豊富なおいしい健康米。漢方栽培に
こだわり、病につよく元気な稲がすくすくと
育っていました。
　忍者餃子は、このお米の米粉で皮を練り上げ
た真っ黒な餃子です。その見た目とジューシー
なおいしさで、数々の賞を受賞しています。

「使う人がいる限り、伝統に新しい技術とアイ
ディアを取り入れて作り続けたい」

岡根製作所　岡
お か

根
ね

 勝
か つ

見
み

さんみのり産業　青
あ お

木
き

 勝
まさる

さん

黒い稲穂の黒影米

「地元農地を守り人に喜んでもらえるものを自分で
作って自分で売り、そして伝えていきたい」

国産
全国唯一

成田牧場

新名神　甲南PA

「甲賀の特産品や観光情報は、市内の方
も楽しめる内容です。また、今まで知ら
なかった地元を再発見できるかもしれま
せん。ぜひ、一度訪ねてみてください。」

総支配人　濱
は ま

路
じ

 勉
つとむ

さん 市内を望む公園から開業５年 ７月改装済

一度、訪ねてみて下
さい  ・PAを通じて地域の活性化

 ・PAを甲賀市の広告塔に
 ・地域のさらなる魅力発掘
１Fはおみやげ＆うまいどころ
２Fは展望台と甲賀市観光発信処

　市内や鈴鹿の山々を一望できる展望台（下り）や公園を備え、ご当
地グルメや地元の特産品を揃え、地域の魅力発信基地として営業し
ています。
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東海道関宿街道まつり国史跡　旧崇広堂

～往時のにぎわいを再現～～ 歴史深い学び舎 ～

　東海道五十三次の47番目の宿場町として栄えた
東海道関宿で、毎年11月に行われる「東海道関宿
街道まつり」。
　東海道を行き交う旅人など、往時のにぎわいを
再現した宿場大行列や特産品の販売、関所破りラ
リーなどのイベントが盛りだくさんです。

　国史跡旧崇広堂は、文政４年（1821）津藩第10
代藩主藤堂高

たか

兌
さ わ

により伊賀・大和・山城の領地に住
む藩士の子弟を教育するため、津の藩校有

ゆう

造
ぞ う

館
か ん

の
支校として建てられたものです。昭和５年（1930）
に、藩校時代の様子をよく残していることから国
の史跡に指定されました。主な建物には玄関棟・講
堂・小

こ

玄
げん

関
か ん

・御
お

成
な り

門
も ん

・北
きた

控
ひかえ

所
し ょ

・有
ゆう

恒
こ う

寮
りょう

などがあります。

【入館料】　大人：200円　小・中学生：100円
【アクセス】
　・伊賀鉄道上野市駅下車徒歩約10分
　・名阪国道上野東ICから北へ約5分

【問い合わせ】
　　国史跡旧崇広堂　☎0595-24-6090
　　伊賀市教育委員会文化財室　☎0595-47-1285

【と　き】　　11月3日（日）
　　　　　　 午前９時30分～午後３時（雨天決行）

【ところ】　　旧東海道関宿の街道一帯
【アクセス】　ＪＲ関駅下車徒歩５分
【問合先】　　東海道関宿街道まつり実行委員会事務局
　　　　　　（市民文化部関支所観光振興室内
　　　　　　　　☎0595－96－1215）▲国史跡旧崇広堂の全景

問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課

 

☎
６
５
―
０
７
３
７
／

６
３
―
４
５
９
１

生
活
習
慣
と
口
の
お
手
入
れ
の
見
直
し
を

～
８
０
２
０
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
～

　
「
８は

ち
ま
る
に
ま
る

０
２
０
」と
は
、「
80
歳
に
な
っ
て
も

自
分
の
歯
を
20
本
保
ち
ま
し
ょ
う
」と
い
う

運
動
で
す
。
人
生
80
年
の
現
代
を
、
生
涯

健
康
で
す
ご
す
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
や
、
楽
し
く
お
話

が
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、

現
状
で
は
40
歳
代
で
自
分
の
歯
が
約
27
本
、

50
歳
代
で
約
24
本
、
60
歳
代
で
約
18
本
、

70
歳
代
で
約
12
本
と
、
40
歳
代
か
ら
急
速

に
歯
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
80
歳
で
20

本
の
歯
を
残
せ
る
よ
う
、
生
活
習
慣
の
見

直
し
と
口
の
お
手
入
れ
を
し
、
む
し
歯
や

歯
周
病
な
ど
の
疾
患
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●�

歯
と
口
の
健
康
を
守
る
生
活
習
慣
改
善

の
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１
．よ
く
か
ん
で
食
べ
る　
　

２
．�栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る

３
．�間
食
は
ひ
か
え
、と
る
場
合
は
時
間
と

分
量
を
決
め
て
と
る

４
．喫
煙
し
て
い
る
人
は
禁
煙
を

５
．�生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、規
則
正
し
い
生

活
を
送
る

６
．�毎
食
後
プ
ラ
ス
寝
る
前
の
１
日
計
４
回

の
歯
み
が
き
が
理
想

７
．１
日
１
回
は
時
間
を
か
け
て
み
が
く

８
．�ぐ
っ
す
り
眠
り
、ス
ト
レ
ス
は
早
め
に

解
消

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
、定
期
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う

　
自
分
の
歯
に
関
心
を
持
ち
、状
態
を
知
っ

て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。
口
の
健
康
を

保
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
定
期
的
な
検
診

を
受
け
、
歯
の
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。
毎
日
の
口
の
お
手
入
れ
だ
け
で

は
取
り
に
く
い
歯
石
の
除
去
な
ど
、
専
門

的
な
ケ
ア
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
の
歯
周
疾
患
検
診

　
対　
　

�

象
：
昭
和
18
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
49
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
市
民
で
歯
の
治
療
中
で

な
い
方

　
検
診
内�

容
：
歯
科
検
診
、
歯
の
エ
ッ
ク
ス

線
撮
影
、
歯
科
相
談

　
実
施
期�

間
：
平
成
26
年
１
月
ま
で（
申
し

込
み
は
12
月
末
ま
で
）

　
自
己
負
担
金
５
０
０
円
を
医
療
機
関
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（
70
歳
は
無
料
）

□�

実
施
医
療
機
関
は
、
検
診
カ
レ
ン
ダ
ー

25
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　

□�

検
診
後
、
必
要
な
治
療（
別
代
金
必
要
）

を
お
勧
め
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

児童虐待防止にご協力を
11月は児童虐待防止推進月間です

さしのべた
その手がこども
の命

いのち

綱
づ な

（平成25年度「児童虐待防止推進月間」標語）

▪頻発する児童虐待
　最近、親が小さな子どもに暴行を加え、大けが
を負わせたり、死なせてしまう事件が後を絶ちま
せん。
　児童虐待は、子どもの心身の成長と後の人格形
成に大きな影響を与えてしまいます。
　
▪�ネグレクト（育児放棄）や
　言葉の暴力も虐待
　直接の暴力以外にも、食事を与えなかったり、
ひどく不潔にしたり、子どもに冷たい態度をとっ
たり、無視することも虐待で、子どもに深刻な悪
影響を及ぼす恐れがあります。

▪親子を守るために
　虐待をしている側にその意識がない場合も多く、
早期に周囲の皆さんが気づいてあげることで、子
どもを愛しているのにも関わらず、虐待をしてし
まっている親を助けることができます。
　
▪虐待が疑われたらすぐに連絡を
　自分の子どもでなくとも、虐待を受けたと思わ
れる子どもを見つけたり、「おかしい」と感じたら、
迷わず家庭児童相談室または中央子ども家庭相談
センターへ連絡（相談）してください。皆さんにご
協力いただけることで、子どもを守り、子育てに
悩む保護者を支援することになります。
　なお、情報をお寄せになった方のプライバシー
は厳重に守られ、確認の結果、虐待の事実がなく
ても責められることはありません。

問い合わせ

こども応援課家庭児童相談室
　☎65-0660 ／ 63-4085
　　※ 次の機関でも相談を受けつけています。

中央子ども家庭相談センター
　☎077-562-1121 ／ 077-565-7235
　　（24時間対応子どもを守るほっとライン）

　☎077- 562-8996（はぐくむ）

▶
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

全
国
伝
統

  

花
火
サ
ミ
ッ
ト

　
全
国
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
花
火
の
保
存
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
が
数
多

く
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
花
火
を
後
世
に
伝
承
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
、
第
14
回
を
数
え
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

が
甲
賀
市
に
な
り
ま
す
。
甲
賀
市
か
ら
は
、
矢
川
神

社
の
七
夕
祭
で
毎
年
、
手
筒
花
火
を
奉
納
し
て
い
る

甲
賀
手
筒
花
火
保
存
会
が
参
加
さ
れ
ま
す
。
普
段
は

見
ら
れ
な
い
他
地
域
の
伝
統
花
火
を
是
非
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日
時
■ 

11
月
９
日（
土
）

　
サ
ミ
ッ
ト
の
部
：
13
時
～

　
　
会
場
：
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口

　
実
演
の
部
：
16
時
開
場

　
　
　  

　
　  

17
時
開
会

　
　
会
場
：
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森

　
　
　
　
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
周
辺

　
そ
の
他
：
模
擬
店
出
店
あ
り

問
い
合
わ
せ

甲
賀
市
観
光
協
会　

☎
６
０
―
2
６
９
０

観
光
推
進
室　
　
　

☎
６
5
―
0
7
0
8
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地域の魅力を舞台で伝える

ゲートボールでつながった親睦

ミュージカル「すずか御前」

第21回忍者の里杯ゲートボール大会

　
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
す
ず
か
御
前
」が

10
月
５
、６
日
の
両
日
、
忍
の
里
プ
ラ
ラ

で
上
演
さ
れ
、
６
歳
か
ら
78
歳
ま
で
の
公

募
で
選
ば
れ
た
キ
ャ
ス
ト
40
名
が
熱
演
し

ま
し
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
し
て
地
域
の
よ
さ

を
次
代
に
伝
え
る
活
動
を
続
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人「
甲
賀
文
化 

輝
き
」の
６
作
目
で
、
一

昨
年
の
上
演
か
ら
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
演

出
に
工
夫
を
加
え
再
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
土
山
を
舞
台
に
蟹
が
坂
飴
の
由
来
や
民

謡
鈴
鹿
馬
子
唄
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
鈴

鹿
御
前
を
は
じ
め
鈴
鹿
の
山
で
山
賊
と

な
っ
た「
鬼
」た
ち
と
人
と
の
心
の
葛
藤
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
繰
り
広
げ
ら
れ
る
歌
や
ダ
ン
ス
、
人
の

心
を
描
い
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
、
２
日
間
で

1,
1
0
0
人
訪
れ
た
観
客
は
感
動
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
21
回
忍
者
の
里
杯
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
10
月
９
日
、
甲
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
１
０
０
チ
ー
ム
約
６
０
０

人
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
家
が
集
っ
た
今
大

会
は
、
県
内
だ
け
で
な
く
三
重
県
や
奈
良
県

と
い
っ
た
県
外
か
ら
の
参
加
も
多
く
、
会
場

は
参
加
者
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
い
く
つ
も
の
競
技
コ
ー
ト
が
設
け
ら
れ
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
五
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
よ
り
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
色
々
な
地
域
か
ら
集
ま
っ
て

く
る
仲
間
た
ち
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る

の
を
毎
年
心
待
ち
に
し
て
い
る
。
今
日
は
、

競
技
を
楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
会

う
こ
と
の
な
い
み
ん
な
と
の
出
会
い
を
楽
し

み
た
い
」と
こ
の
大
会
が
楽
し
み
な
気
持
ち

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲キャスト全員で歌う感動のフィナーレ

母校での時を超えたつながり 山内小学校140周年記念事業
　
山
内
小
学
校
創
立
１
４
０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
人
文
字
の
航
空
写
真
撮
影
が
10

月
10
日
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

児
童
40
名
と
地
域
の
皆
さ
ん
１
１
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
明
治
６
年
に
創
立
さ
れ
た
４

つ
の
学
校
が
統
合
さ
れ
る
な
ど
し
て
昭
和

16
年
、
山
内
国
民
学
校
と
し
て
現
在
の
前

身
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に

よ
っ
て
、
総
勢
1
6
4
名
で「
1
4
0
」の

人
文
字
を
校
庭
に
描
き
ま
し
た
。

　
同
校
O
B
の
一
人
は「
何
十
年
も
前
に

卒
業
し
た
が
、
孫
の
よ
う
な
歳
の
児
童
た

ち
と
こ
う
し
て
肩
を
並
べ
、
人
文
字
を
作

る
の
は
感
無
量
」と
、
同
じ
学
び
舎
で
数

十
年
の
時
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
で
き
た

こ
と
を
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

▲グラウンドに作った140の文字

地元が大好き
西
に し

川
か わ

 千
ち

晶
あ き

さん

水口在住の西川
さんは、市内で「ピ
アノを贈ろうコンサート」
というイベントを仲間たち
と一緒に起ち上げ、続けられ
ています。また、その他にも
地域を盛り上げようと音楽劇
やご当地ヒーローショーな
ど色々な場面で活動さ
れています。

◆なぜ地元で活動を？
　�　生まれも、育ちも大学も仕事もずっと滋賀県なの
で、地元で過ごして遊んでいるうちに、気が付いた
ら地元が大好きになっていたんです。だから、甲賀
市がわいわいとした楽しい街になっていってほしい
と思い、私自身楽しみながらイベントに参加したり、
企画したりしています。

　�　それと、高校生の時から地元のスイミングクラブ
仲間と一緒に始めたシンクロショーで、全国大会に
も出場し、上位に入賞しました。その時の仲間や経
験が今の私の原動力になっています。

◆「ピアノを贈ろうコンサート」はどうして生まれたのですか？
　�　小さなころから所属していた合唱団の先生に、
チャリティコンサートを開いて、募金や入場料で東
北に文化的な時間を取り戻してもらうためピアノを
贈ろうと持ちかけました。　　

　�　先生が仙台出身ということで企画はすぐ形にな
り、これまでに４回開催しています。このコンサー
トでは、地域のみんなに音楽をはじめとした本格的
な芸術を楽しんでもらいたいと思っていますので、
ぜひ一度おいでください。

◆西川さんのこれからのビジョンは？
　�　昨年１年間、留学のため初めて地元を離れました。
その時に客観的に地元を見た経験や、その時できた
友だちから「忍者を見に甲賀に行きたい」と言われた
ことなどから、もっともっと地元を発信できるよう
にしたいと思っています。　

　�　今は、「ピアノを贈ろうコンサート」を中心に活動
していこうと思います。私個人的な思いになります
が、音楽以外の分野で活躍される地域の方々とも協
力して大きなアートイベントに育てていければ嬉し
いですね。

やさしいまちづくりへ
鹿深車イスDEウォーキング2013in甲南

 　

車
い
す
で
ま
ち
を
巡
る

「
鹿
深
車
イ
ス
D
E
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」が
10
月
12
日
、
甲

南
町
で
開
催
さ
れ
、
甲
南
中

学
校
３
年
生
や
地
域
の
方
な

ど
約
３
５
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
車
い
す
体

験
を
通
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
向
け
た
環
境
や
施
設
の
在

り
方
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
を
目
的
に
甲
賀
・
湖
南
市
の
旧
7
町
を
巡
回
し
な
が
ら
毎
年

実
行
委
員
会
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
14
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
今
回
は
、
成
田
牧
場
な
ど
甲
南
な
ら
で
は
の
６
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

用
意
さ
れ
、
ま
ち
の
魅
力
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
や
買
い
物
な
ど
の
日
常

生
活
、
ま
た
避
難
場
所
に
も
立
ち
寄
り「
災
害
・
防
災
」の
視
点
か
ら
も
ま
ち
を
見
直

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
小
さ
な
段
差
で
も
驚
い
た
。
安
心
し
て
移
動
す
る
に
は
、
押
す
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲声を掛けながら急な坂道を下る参加者

環境教育を通じて地域の意識が高まる
油日小学校環境フェスティバル

　
親
子
で
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
10
月
12
日
、

油
日
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
全
校
児
童
２
０
３
人
と
保
護
者
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
地
域
と
協
力
し
、
継
続
的
な
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い
る
と
県
が
認
定
す
る

エ
コ
・
ス
ク
ー
ル
の
モ
デ
ル
校
で
あ
る
同
校
が
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
児
童
ら
に
よ
る
エ
コ
委
員
会
、

P
T
A
に
よ
る
エ
コ
支
援
委
員
ら
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、
地
域
の
身
近
な
環
境
を
学

ぶ
取
り
組
み
で
す
。

　
今
年
は
、
同
校
ビ
オ
ト
ー
プ
で
の
い
き

も
の
探
し
や
、
地
元
生
産
森
林
組
合
に
よ

る
木
材
加
工
体
験
を
は
じ
め
と
し
て
多
く

の
体
験
学
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
は「
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
学
び
、
地
域
の
大
人
た
ち
も
環
境

へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
」と
親

子
そ
ろ
っ
て
の
学
習
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

▲ビオトープでいきもの探し

▲皆が見守る中放たれるショット

　５回目のコンサートが来年５月に開催できるよう、準
備が進められています。企画、出演、スタッフの方々は、
有志の皆さんです。
　一緒にお手伝いしてくださるスタッフ、演奏やご自身
の特技でイベントを盛り上げてくださる方、どんな形で
も結構です。興味をお持ちの方は、ぜひお気軽にご連絡
ください。
　問い合わせ　あいこうか市民ホール　☎62-2626

大募集
「ピアノを贈ろうコンサートvol5」を

一緒に作ってくれる人
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情報
の

まど
i n f o r m a t i o n

「
福
祉
の
仕
事
」職
場
説
明
会

●
日
時
／
11
月
17
日（
日
）13
時
～
16
時

●
場
所
／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
福
祉
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
、
ま

た
働
い
て
み
た
い
と
い
っ
た
方
々
へ「
福

祉
の
仕
事
」の
職
場
ガ
イ
ダ
ン
ス
お
よ
び

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
甲
賀
市
・
湖
南

市
の
福
祉
施
設
や
事
業
所
が
集
ま
り
ま
す

の
で
福
祉
の
仕
事
や
職
場
の
現
状
に
つ
い

て
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
不
要

問
／
甲
賀
市
・
湖
南
市
地
域
福
祉
人
材
確
保

事
業
推
進
協
議
会（
事
務
局
）る
り
こ
う
園

☎
６
６

－

１
３
４
５
／

６
６

－

１
０
６
５

社
会
福
祉
課　

福
祉
政
策
係

☎
６
５

－
０
７
０
０
／

６
３

－

４
０
８
５

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

催
し

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
上
方
演
芸
会
」

公
開
録
音

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
放
送
局
と
甲
賀
市
の
共
催

で
、「
上
方
演
芸
会
」の
公
開
録
音
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
番
組
で
は
、
上
方
芸
人
に

よ
る
漫
才
、
漫
談
な
ど
、
上
方
な
ら
で
は

の
話
芸
の
数
々
を
お
届
け
し
ま
す
。
観
覧

を
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
要
領
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
12
月
６
日（
金
）18
時
開
場　

18

時
30
分
開
演

●
場
所
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

●
出
演
／
横
山
ホ
ッ
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
酒

井
く
に
お
・
と
お
る 

シ
ン
ク
タ
ン
ク
ほ

か
●
入
場
応
募
方
法
／

郵
便
往
復
は
が
き（
私
製
を
の
ぞ
く
）に
以

下
を
記
入
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

往
信
用
裏
面
／
⑴
郵
便
番
号
⑵
住
所
⑶
名

前
⑷
電
話
番
号

返
信
用
表
面
／
⑴
郵
便
番
号
⑵
住
所
⑶
名

前返
信
用
裏
面
／
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。（
抽
選
結
果
を
印
刷
し
て
ご
返
送
い

た
し
ま
す
）※
入
場
無
料

（
あ
て
先
）〒
５
２
８

－

０
０
０
５
甲
賀
市

水
口
町
水
口
５
６
３
３
番
地

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル「
上
方
演
芸
会
」係

（
締
切
）　

11
月
15
日（
金
）　

必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
え
入

場
整
理
券（
１
枚
で
２
人
ま
で
入
場
可
）を

お
送
り
し
ま
す

※
１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。

●
放
送
予
定
／

　

�（
1
本
目
）平
成
26
年
１
月
12
日（
日
）

（
2
本
目
）平
成
26
年
１
月
19
日（
日
）

　

�

い
ず
れ
も
15
時
30
分
～
15
時
55
分
、
ラ

ジ
オ
第
１

問
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎
６
２

－

２
６
２
６
／

６
２

－

２
６
２
５

（
9
時
～
17
時
／
月
曜
休
館
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
放
送
局

☎
０
７
７

－

５
２
２

－

５
１
０
１

（
10
時
～
18
時
／
平
日
の
み
）

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん
の

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
体
験
会

秋
を
満
喫
！

に
ん
に
ん
親
子
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

●
日
時
／
11
月
23
日（
祝
土
）10
時
～
16
時

●
場
所
／
水
囗
ス
ポ
ー
ツ
の
森
西
キ
ャ
ン

プ
場

●
内
容
／
市
内
在
住
の
未
就
学
児
童
と
そ

の
保
護
者
で
野
外
調
理
や
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
す
。

●
応
募
定
員
／
親
子
15
組
程
度（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

●
募
集
期
間
／
11
月
１
日（
金
）～
11
月
13
日（
水
）

●
参
加
費
用
／
調
理
の
材
料
代
、
保
険
代

　

�

高
校
生
以
上
８
０
０
円　

小
中
学
生
５
０
０

円　

２
歳
以
上
５
歳
以
下
２
０
０
円

●
申
込
方
法
／
事
業
名
と
参
加
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
学
年
・
性
別
・
電
話
番
号
・
ア

レ
ル
ギ
ー
等
の
情
報
を
記
入
の
う
え
、
往

復
は
が
き
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

〒
５
２
０

－

３
３
９
３
甲
賀
市
甲
南
町
野

田
８
１
０
番
地

青
少
年
自
然
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
社
会

教
育
課
内
）

☎
８
６

－

８
０
２
２
／

８
６

－

８
３
８
０

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
開
業

５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

●
日
時
／
11
月
16
日（
土
）10
時
～
15
時

●
場
所
／
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
場
内

●
内
容
／
似
顔
絵
イ
ベ
ン
ト
・
モ
デ
ル
ロ

ケ
ッ
ト
制
作
・
施
設
見
学
と
エ
コ
ク
イ

ズ
・
特
製「
炊
き
込
み
ご
は
ん
・
豚
汁
」・

ポ
ン
菓
子（
無
料
）

　

県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
キ
ャ
ッ
フ
ィ
ー
」

も
や
っ
て
き
ま
す
。参
加
賞
・
賞
品
も
あ
り

ま
す
の
で
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
定
員
／
似
顔
絵
30
名（
当
日
受
付
）・
ロ

ケ
ッ
ト
制
作
は
保
護
者
同
伴
小
学
生
対

象
で
先
着
50
組（
事
前
申
込
み
が
必
要
）

申
・
問
／（
財
）滋
賀
県
環
境
事
業
公
社

☎
８
８

－

９
１
９
１
／

８
８

－

６
３
２
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://w

w
w

.shiga-kj.com
/

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森　

親
子

で
し
ぜ
ん
博
士
に
な
ろ
う

●「
落
ち
葉
と
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
」

●
日
時
／
11
月
24
日（
日
）10
時
～
12
時

●
持
ち
物
／
参
加
費
１
０
０
円
、
野
外
用

の
服
装（
長
そ
で
・
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、

運
動
靴
、
軍
手
）、
水
筒

●
場
所
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館
と
園
内

平成26年度実施分

市民協働事業公開
プレゼンテーション開催

　
市
で
は
、多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
や
地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

市
民
活
動
団
体
と
市
が
お
互
い
の

利
点
を
活
か
し
、
協
力
す
る
協
働

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
協
働

事
業
の
提
案
に
つ
い
て
、
公
開
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。

　
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

市
民
活
動
団
体
と
甲
賀
市
が
協
働

を
し
て
取
り
組
ん
だ
方
が
良
い
事

業
提
案
か
ど
う
か
、
皆
様
の
目
で

確
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
り
づ
る
会
の

　
交
通
遺
児
支
援

　
公
益
財
団
法
人
お
り
づ
る
会
は
、
不
幸
に

し
て
交
通
事
故
で
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
両

親
を
亡
く
さ
れ
た
県
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち

に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
夏
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
つ
ど
い
等（
厚
生
援
護
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は（
公
財
）お
り
づ
る
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

公
益
財
団
法
人
お
り
づ
る
会
事
務
局

　
　
　
　
（
滋
賀
県
庁　

交
通
政
策
課
内
）

　
　
　
　

☎
０
７
７
―
５
２
８
―
３
６
８
２

原子爆弾被爆者二世の
健康診断実施の案内
　原子爆弾被爆者二世の方への健康診断を実施し
ますので、この件についての通知を受け取ってい
ない方でも、条件に該当し、受診を希望される方
は最寄の保健所にご連絡ください。

健康診断が受診可能な方
　被爆者健康手帳を持っている方の被爆以降に出
生した二世で、自身は被爆者健康手帳を所持して
いない方

実施予定期間
　平成26年１月６日（月）から平成26年３月31
日（月）まで（原則平日のみ）

申込期間
11月１日（金）～ 11月29日（金）まで

費用
健康診断に要する費用は無料ですが、
精密検査費用および交通費は除きます

受診可能な医療機関（予定）
公立甲賀病院　大津赤十字病院
済生会滋賀県病院　ほか

※�この健康診断を受診しても、被爆者健康手帳が
交付されることはありません。

【日時】11月16日（土）
　　　　午前９時～

【場所】あいこうか市民活動・
　　　ボランティアセンター
　　　　　　　　　多目的室
　　　　甲南町寺庄960
　　　　市民福祉活動センター内
　　　　　　　甲南中学校前

問い合わせ

☎63-6148 ／ 63-6142
甲賀保健所　地域保健福祉担当

▲公開プレゼンテーションの様子

対象者 滋賀県在住の交通遺児（０歳から高校卒業まで）

経済援護
（いずれも返還
義務なし）

新入学給付金
・�小学校から中学校に新入学される
児童生徒　　　　　　　20,000円
・高等学校に新入学される生徒
　  　　　　　　　　　　30,000円

就学支度金 中学校を卒業し就職される生徒
　　  　　　　　　　　　30,000円

学年進級支度金 小学校２～６年、中学・高等学校２・
３年　　　　　　  　　　10,000円

高等学校卒業祝金 高等学校を卒業される生徒　　　　
　　　　　　　　　　　  50,000円

奨学金（課税総所得金額
200万円以下の世帯が
対象）

小・中・高等学校に在籍する児童生徒�
（ならびにこれと同等と認められるもの）
小学生１人当たり　   　  60,000円
中学生１人当たり　　     84,000円
高校生１人当たり　　   120,000円

問い合わせ

☎65-0687 ／ 65-0604
地域コミュニティ推進室

平成25年11月1日 162013.11.117 　　　　2013.11.1 平成25年11月1日



●
対
象
／
小
学
1
年
生
以
上
の
子
と
保
護
者

●
定
員
／
20
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
／
参
加
者
全
員
の
お
名
前
・

住
所
・
電
話
番
号
・
子
ど
も
は
年
齢
か
学

年
を
22
日
17
時
ま
で
に
問
合
せ
先
へ

問
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２
／

６
３

－

０
４
６
６

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団　

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
／
11
月
17
日（
日
）14
時
開
演

●
会
場
／
忍
の
里
プ
ラ
ラ

●
入
場
料
／
５
０
０
円（
会
場
の
ほ
か
、

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
、
あ
い
の
土

山
文
化
ホ
ー
ル
、
信
楽
中
央
公
民
館
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し
ま
す

●
出
演
／
バ
イ
オ
リ
ン
：
藤ふ

じ
わ
ら原
利り

か佳

　

�

バ
イ
オ
リ
ン
：
平ひ

ら

の野
あ
ず
さ

　

�

ビ
オ
ラ
：
山や

ま
も
と本
知と

も

し資

　

�

チ
ェ
ロ
：
日ひ

の野
俊し

ゅ
ん
す
け介

　

�

プ
ロ
グ
ラ
ム
：
第
一
部
：
ハ
イ
ド
ン
／

「
ひ
ば
り
」よ
り

　

ハ
イ
ド
ン
／「
皇
帝
」よ
り　

ほ
か

　

第
二
部
：
ハ
イ
ド
ン
／
セ
レ
ナ
ー
デ

　

�

ビ
バ
ル
デ
ィ
／
四
季「
冬
」よ
り

問
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎
６
２

－

２
６
２
６
／

６
２

－

２
６
２
５

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

関
西
文
化
の
日

●
期
日
／
11
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

　

�

以
下
の
施
設
の
入
館
料
が
無
料
に
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
（
＊
印
は
通
常
も
入
館
無
料
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
各
館
へ

■
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２
／

６
３

－

０
４
６
６

■
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展「
水
口
岡
山
城
―
四
百
年
の
眠
り

か
ら
い
ま
目
覚
め
る
―
」開
催
中

☎
６
２

－

７
１
４
１
／

６
３

－

４
７
３
７

■
水
口
城
資
料
館　

☎
６
３

－

５
５
７
７

■
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
＊

企
画
展「
近
江
甲
賀
の
前
挽
鋸
―
こ
の
国

を
支
え
た
職
人
技
―
」開
催
中

☎
６
６

－

１
０
５
６
／

６
６

－

１
０
６
７

■
東
海
道
伝
馬
館
＊

☎
／

６
６

－

２
７
７
０

■
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
＊

企
画
展「
杣
の
木
挽
は
今
日
も
木
を
聴
く

―
木
挽
一
代
―
」開
催
中

☎
／

８
６

－

７
５
５
１

■
信
楽
伝
統
産
業
会
館
＊

企
画
展「
県
・
市
指
定
無
形
文
化
財
展
」開
催
中

☎
８
２

－

２
３
４
５
／

８
２

－

２
５
５
１

※
関
西
文
化
の
日
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

「
関
西
文
化.com

」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

甲
賀
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

　

11
月
は「
全
国
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
」で
す
。
甲
賀
市
青
少
年
育
成

市
民
会
議
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と

青
少
年
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
に
つ
い
て
理

解
と
認
識
を
深
め
、
青
少
年
育
成
活
動
の

よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
甲
賀
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
」を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
16
日（
土
）13
時
～
16
時
30
分

●
場
所
／
忍
の
里
プ
ラ
ラ

●
内
容
／
中
学
生
広
場
意
見
発
表
、
活
動

事
例
発
表《
表
彰
団
体
よ
り
》

　

�

記
念
講
演
：「
共
育
～
共
に
育
つ
と
い
う

こ
と
～
」

　

�（
講
師　

日
本
共
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

代

表
理
事 

今い
ま

村む
ら

克か
つ

彦ひ
こ

氏
）

※
参
加
費
無
料

問
／
甲
賀
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務

局（
社
会
教
育
課 

青
少
年
育
成
係
）

☎
８
６

－

８
０
２
２
／

８
６

－

８
３
８
０

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

甲
賀
市
福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ

く
り
研
修
会

●
日
時
／
11
月
19
日（
火
）19
時
30
分
～
21
時

●
場
所
／
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口
共
同
福
祉
施
設

●
内
容
／
講
演「
外
国
籍
住
民
の
入
居
の

問
題
と
現
状
に
つ
い
て
」

　

�

講
師　

多
文
化
共
生
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｓ

　

Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
所
長　

喜き

く

か

わ

久
川　

修お
さ
む

さ
ん

※
参
加
無
料
・
手
話
通
訳
あ
り

問
／
人
権
推
進
課

☎
６
５

－

０
６
９
３
／

６
３

－

４
５
８
２

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

講
演
会　

水
口
岡
山
城
と
城
下
町

●
日
時
／
11
月
17
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
会
場
／
碧
水
ホ
ー
ル

●
内
容
／
城
下
町
研
究
者
お
二
人
に
ご
講

演
い
た
だ
き
、
水
口
岡
山
城
と
城
下
町

の
謎
を
解
き
明
か
し
ま
す
。

　
「
豊
臣
秀
吉
の
城
下
町
と
水
口
岡
山
城
」

　

松ま
つ

尾お

信の
ぶ

裕ひ
ろ

氏（
大
阪
城
天
守
閣
館
長
）

　
「
城
下
町
水
口
か
ら
東
海
道
水
口
宿
へ
」

　

山や
ま

村む
ら

亜あ

希き

氏（
愛
知
県
立
大
学
准
教
授
）

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

木き

戸ど

雅ま
さ

寿ゆ
き

氏（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
）

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館（
木
・
金
休
館
）

☎
６
２

－

７
１
４
１
／

６
３

－

４
７
３
７

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

講
演
会「
甲
賀
杣
と
木
挽
」

前
挽
鋸
実
演
会

　

古
代
よ
り
森
林
資
源
が
豊
富
な
甲
賀
で

は
、
中
央
の
寺
社
な
ど
に
建
築
用
材
を
供

給
す
る
甲
賀
杣そ

ま

が
置
か
れ
、
そ
の
地
域
性

を
背
景
に
木
に
か
か
わ
る
な
り
わ
い
が
発

達
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
木こ

び

き挽
は
、
伐

木
か
ら
製
材
ま
で
幅
広
い
仕
事
を
行
っ
て

い
た
、
ま
さ
に
木
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
！

ま
た
、
こ
れ
に
関
係
す
る
産
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
前ま

え
ひ
き
の
こ

挽
鋸
の
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
、

明
治
～
昭
和
初
期
に
は
甲
賀
は
そ
の
一
大

産
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
講
師
陣
に
甲
賀
の
木
挽
、
前
挽
鋸

の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、「
木
の
こ

と
な
ら
な
ん
で
も
ご
ざ
れ
」の
元
木
挽
職

人
に
よ
る
熟
練
の
技
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
23
日（
土
・
祝
）13
時
30
分
～

●
場
所
／
甲
南
忍
の
里
プ
ラ
ラ

●
主
な
内
容
／
◎
講
演
会　

○「
甲
賀
杣

と
木
挽
」望も

ち

月づ
き

義よ
し

伸の
ぶ

氏（
伊
藤
平
左
エ
門

建
築
事
務
所
）

○�「
史
料
か
ら
探
る
日
本
の
製
材
用
鋸
」星ほ

し

野の

欣き
ん

也や

氏（
東
京
農
業
大
学
准
教
授
）

◎�

前
挽
鋸
実
演　

田た

中な
か

新し
ん

治じ

郎ろ
う

氏（
元
木

挽
職
人
）

※
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要

問
／
歴
史
文
化
財
課

☎
８
６

－

８
０
２
６
／

８
６

－

８
２
１
６

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
６

－

１
０
５
６
／

６
６

－

１
０
６
７

（
図
書
館
共
用
、月
・
火
休
館
、10
時
～
17
時
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

信
楽
中
央
公
民
館
が
お
届
け
す
る

�

「
ピ
ー
ス
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

●
日
時
／
12
月
８
日（
日
）12
時
30
分
開
場

　

13
時
開
演

●
場
所
／
陶
芸
の
森
産
業
展
示
館
ホ
ー
ル

●
内
容
／
３
組
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
・
ア
カ
ペ
ラ
・
オ
カ
リ

ナ
演
奏
が
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

●
出
演
／
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド

　

B
less m

usic entertainm
ent

　

し
が
ら
き
オ
カ
リ
ナ
の
森

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

問
／
信
楽
中
央
公
民
館

☎
８
２

－

８
０
７
５
／

８
２

－

２
４
６
３

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
７
回

●
日
時
／
11
月
30
日（
土
）13
時
～
15
時
30
分

●
場
所
／
碧
水
ホ
ー
ル

●
内
容
／
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
男
女
共
同
参

画
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

•

水
口
町
笑
い
隊
寸
劇「
へ
っ
ぴ
り
嫁
」

　

講
演「
人
の
幸
せ
っ
て
？
絵
本
を
通
し

て
見
え
て
く
る
も
の
」

　

講
師　

京
都
子
ど
も
の
本
専
門
店　

き

ん
だ
あ
ら
ん
ど
店
長　

蓮は
す
お
か岡　

修お
さ
む

さ
ん

※
参
加
無
料
・
手
話
通
訳
あ
り

問
／
人
権
推
進
課

☎
６
５

－

０
６
９
３
／

６
３

－

４
５
８
２

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

第
33
回
か
え
で
文
化
祭

●
日
時
／
11
月
16
日（
土
）９
時
30
分
～
15

時
30
分（
展
示
の
み
）

　

�

11
月
17
日（
日
）９
時
30
分
～
15
時
30
分

（
展
示
・
模
擬
店
）

●
場
所
／
か
え
で
会
館

●
内
容
／
絵
画
、
生
花
、
写
真
、
教
養
教

室
な
ど
の
作
品
展
示

・
う
ど
ん
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
模

擬
店（
10
時
30
分
～
完
売
）

・
工
作
コ
ー
ナ
ー

問
／
か
え
で
会
館

☎
８
６

－
４
３
６
３
／

８
６

－

４
９
５
８

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

発
掘
担
当
者
と
歩
く
水
口
岡
山

城
現
地
見
学
会

●
日
時
／
11
月
17
日（
日
）10
時
～
12
時

●
定
員
／
35
名（
申
込
先
着
順
）

●
見
学
先
／
水
口
岡
山
城
跡
・
資
料
館
企

画
展「
水
口
岡
山
城
」※
城
跡
へ
は
バ
ス

で
移
動
し
ま
す
。

●
申
込
／
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
来
館
で
申
込

　

�

①
氏
名（
ふ
り
が
な
）②
〒
住
所
③
電
話

番
号
④
年
齢
を
明
記
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費
／
３
０
０
円（
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・

保
険
代
等
）

●
集
合
解
散
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

問
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
２

－

７
１
４
１
／

６
３

－

４
７
３
７

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

平
成
25
年
度　

甲
賀
市
総
合
防
災
訓
練

●
日
時
／
11
月
16
日（
土
）８
時
～
12
時
30
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
お
よ
び
そ

の
周
辺

●
内
容
／
避
難
訓
練
、
備
蓄
食
料
試
食
、

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

●
そ
の
他
／
一
般
見
学
可
能
、
備
蓄
食
料

の
試
食（
数
量
限
定
）

問
／
危
機
管
理
課

☎
６
５

－

０
６
６
５
／

６
３

－

４
６
１
９

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）

「
変
光
星（
明
る
さ
が
変
わ
る

星
）の
お
は
な
し
」

●
日
時
／
11
月
９
日（
土
）19
時
30
分
～
21
時
30
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

●
内
容
／
天
体
の
お
話
、
天
王
星
、
海
王

星
、
秋
の
星
座
な
ど
の
観
望

●
申
込
方
法
／
電
話
に
て
申
し
込
み
先
ま
で

●
申
込
締
切
／
11
月
８
日（
金
）先
着
20
名

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８

－

４
１
０
０
／

８
８

－

５
０
５
５

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

―
は
じ
め
の
一
歩
―

わ
た
し
ら
し
く
て　

ち
ょ
う
ど
い
い

働
き
方
講
座

「
子
育
て
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
ふ
う
に
働

こ
う
か
な
」「
結
婚
し
て
も
働
き
続
け
た
い

な
」「
子
ど
も
も
大
き
く
な
っ
た
し
そ
ろ
そ

ろ
…
」家
族
の
状
況
と
自
分
の
夢
に
あ
わ

せ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
働
き
方
を

考
え
る
男
女
共
同
参
画
講
座

●
日
時
／
11
月
29
日（
金
）10
時
～
11
時
45

分（
9
時
45
分
受
付
）

●
場
所
／
か
え
で
会
館

●
対
象
／
働
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
女
性

●
講
師
／
野の

口ぐ
ち

容よ
う

子こ

さ
ん（
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）

●
定
員
／
30
名

●
託
児
／
10
名（
6
ヶ
月
～
未
就
園
児
）※

先
着
順

●
申
込
方
法
／
電
話
、メ
ー
ル
、Ｆ
ａ
ｘ
で

※
メ
ー
ル
、
Ｆ
ａ
ｘ
の
場
合
、
氏
名
・
電

話
番
号
・
託
児
の
要
・
不
要（
要
の
場
合
、人

数
と
住
所
）を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
後
、
５
日
を
過
ぎ
て
も
返
信
が
な
い
場

合
、お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
人
権
推
進
課

☎
６
５

－

０
６
９
４
／

６
３

－

４
５
８
２

メ
ー
ル koka10207000@city.koka.lg.jp

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

甲
賀
市
最
大
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

国
ふ
ぇ
す
２
０
１
３

Share KOKA, Share the W
orld

～
甲
賀
の
魅
力
を
世
界
に
！
～

●
日
時
／
12
月
8
日（
日
）12
時
ス
タ
ー
ト

（
開
場　

11
時
30
分
～
）

●
場
所
／
碧
水
ホ
ー
ル

●
入
場
／
無
料（
飲
食
物
等
は
有
料
）

●
内
容
／
い
ろ
ん
な
国
の
フ
ー
ド
ゾ
ー
ン

　

体
験
・
展
示
・
販
売
・
活
動
紹
介
ゾ
ー
ン

　

ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
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●
日
時
／
11
月
17
日（
日
）13
時
～
16
時
30
分

●
集
合
・
解
散
場
所
／
大
野
小
学
校

●
内
容
／
土
山
地
域
の
歴
史･

史
跡
散
策

（
反あ

い
の
つ
ち
や
ま

野
の
畷
、
御お

ん

場ば

泉せ
ん

、
地じ

安あ
ん

寺じ

御み

影か
げ

堂ど
う

、
甲こ

う

可か

日ひ

雲く
も

宮の
み
や

、
垂た

る

水み

頓と
ん

宮ぐ
う

跡
他
）

●
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上

の
方（
先
着
25
名
）

●
参
加
料
／
無
料

●
申
込
期
限
／
11
月
９
日（
土
）

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
み
可

問
・
申
／
土
山
中
央
公
民
館

☎
／

６
６

－

０
１
５
８

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

晩
秋
の
脂
肪
燃
焼
教
室（
甲
南
）参
加
者
募
集

●
日
時
／
11
月
13
日（
水
）～
12
月
18
日

　

当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中

問
／
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
実
行

委
員
会（
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
内
）

☎
／

６
３

－

８
７
２
８

E-m
ail:m

ifa@
m

x.biw
a.ne.jp

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

小
学
生
の
た
め
の
国
際
理
解
講
座

世
界
ま
な
び
じ
ゅ
く
２
０
１
３　

第
2
回

世
界
の
音
楽
を
楽
し
も
う
！

「
国
ふ
ぇ
す 

２
０
１
３
」と
同
時
開
催

●
日
時
／
12
月
8
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

●
場
所
／
碧
水
ホ
ー
ル

●
参
加
費
／
協
会
会
員　

３
０
０
円

　

非
会
員
５
０
０
円

●
定
員
／
30
人

●
内
容
／
色
々
な
国
の
楽
器
に
た
く
さ
ん

ふ
れ
て
、
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
の
ス

テ
ー
ジ
で
も
発
表

問
・
申
／
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

☎
／

６
３

－

８
７
２
８

E-m
ail:m

ifa@
m

x.biw
a.ne.jp

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

甲
賀
市
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

『
エ
コ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
』出
店
者
募
集

●
日
時
／
12
月
14
日（
土
）10
時
～
15
時
30
分

●
場
所
／
忍
び
の
里
プ
ラ
ラ
周
辺（
雨
天
決
行
）

●
区
画
／
２
．５
×
３
．５
メ
ー
ト
ル

　
（
車
輌
乗
り
入
れ
不
可
）

●
定
員
／
15
組（
出
店
無
料
）

　

※
申
込
者
多
数
の
場
合
抽
選

●
出
店
資
格
／
市
内
在
住
の
方
で
、リ
ユ
ー

ス
品
を
出
品
さ
れ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

●
申
込
方
法
／
氏
名
、
住
所
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
、
出
店
物
を
明
記
の
上
、
持

参
、
郵
送
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
締
切
／
11
月
20
日（
水
）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
９
１
／

６
３

－

４
５
８
２

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

甲
南
公
民
館
く
ら
し
と
ま
ち
づ

く
り
講
座
受
講
生
募
集

◎「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」

ア
ー
テ
ィ
シ
ャ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
（
造
花
と

小
物
）と
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
ス

ワ
ッ
グ
型
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

●
日
時
／
12
月
８
日（
日
）14
時
～
16
時

●
場
所
／
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

●
対
象
／
甲
賀
市
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

18
歳
以
上
の
方　

先
着
30
名

●
受
講
料
／
３
，０
０
０
円（
材
料
代
）

●
申
込
受
付
期
間
／
11
月
15
日（
金
）ま
で

●
申
込
受
付
時
間
／
火
～
土
曜
日
９
時
～
17
時

●
申
込
方
法
／
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
受
講
料

を
添
え
て
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ

ラ
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
チ
ラ
シ
設
置
場
所
／
各
中
央
公
民
館
・

甲
南
地
域
の
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・

社
会
教
育
課

問
・
申
／
甲
南
公
民
館

☎
８
６

－

３
０
３
６
／

８
６

－

８
１
１
９

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

甲
南
公
民
館
サ
ー
ク
ル
企
画
講

座
受
講
生
募
集

◎�

中
高
年
か
ら
始
め
る「
ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ
教
室
」

　

音
符
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
。
憧
れ

の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
あ
な
た
も
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
11
月
22
日
・
12
月
６
日
・
12
月
20

日　

10
時
～
11
時
30
分（
３
回
連
続
講
座
）

●
場
所
／
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

●
内
容
／
指
番
号「
1
・
2
・
3
…
」と
音
名

「
ド
・
レ
・
ミ
…
」が
併
記
さ
れ
た
独
自
の

楽
譜
を
使
い
、
番
号
ど
お
り
に
指
を
動

か
し
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
ま
す
。
※
当
日

は
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使
用
し
ま
す
。

●
対
象
／
甲
賀
市
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

50
歳
以
上
の
方　

先
着
15
名

●
受
講
料
／
無
料

●
持
ち
物
／
筆
記
用
具
・
大
学
ノ
ー
ト

※
ご
自
宅
に
キ
ー
ボ
ー
ド
が
あ
る
方
は
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間
／
11
月
16
日（
土
）ま
で

　
（
火
～
土
、
９
時
～
17
時
）

●
申
込
方
法
／
甲
南
公
民
館
へ
直
接
お
越

し
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
申
込
く
だ

さ
い
。

問
・
申
／
甲
南
公
民
館

☎
８
６

－

３
０
３
６
／

８
６

－

８
１
１
９

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

●
受
付
期
間
／
11
月
１
日（
金
）～
15
日

（
金
）（
土
・
日
・
祝
を
除
く
９
時
～
17
時
）

●
使
用
開
始
日
／
12
月
１
日（
日
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場
／
11
区
画（
う
ち
軽

自衛官募集（高等工科学校生徒）
将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化された装備品を駆使・運用するとともに、
国際社会においても自信をもって対応できる自衛官となる者を養成します。

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

高等工科学校
生　　　　徒

一般 平成26年4月
1日 現 在15歳
以上17歳未満
の男子で中学校
卒業者

平成25年11月１日
～

平成26年１月10日

１次試験
平成26年１月18日
２次試験
平成26年２月１日～４日

推薦
平成25年11月１日

～
平成25年12月６日

平成26年１月11日～
13日のいずれか１日
を指定

問／自衛隊滋賀地方協力本部　草津地域事務所
　　滋賀県草津市西渋川一丁目3番25号　サンライズ西田１階
　　☎／ 077－563－8205

資料請求・お問い合わせ

自
動
車
4
区
画
）

●
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場
／
（
身
体
障

が
い
者
用
の
み
2
区
間
）

　

３
，０
０
０
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－
０
６
８
６
／

６
３

－

４
５
８
２

●�

油
日
駅
前
駐
車
場（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）　

３
，０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

☎
８
８

－

５
８
７
９

●�

甲
南
駅
前
駐
輪
場（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

　

自
転
車　

１
，５
０
０
円
／
月

　

原
付　
　

１
，８
０
０
円
／
月

問
・
申　

甲
南
駅
前
駐
輪
場

☎
８
６

－

０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９
時
15
分
、

13
時
～
14
時
、
18
時
30
分
～
20
時
30
分
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

土
山
中
央
公
民
館
一
般
教
養
講
座

「
土
山
の
歴
史
を
訪
ね
る
」参
加
者
募
集

（
水
）毎
週
水
曜
日　

全
6
回

　

①
19
時
～
20
時　

②
20
時
～
21
時

●
場
所
／
甲
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス

●
内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
て

運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

●
定
員
／
①
②
と
も
8
名

●
申
込
締
切
／
11
月
10
日（
日
）定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
。

●
参
加
費
／
①
②
と
も
１
，５
０
０
円（
保

険
代
含
む
）

問
・
申
／
甲
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
８
６

－

６
９
７
１
／

８
６

－

６
９
８
４

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

パ
ソ
コ
ン
年
賀
状
作
成
講
習
会

●
日
時
／
11
月
23
日（
土
）13
時
～
16
時

●
場
所
／
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き

●
内
容
／
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
を
作
ろ
う

●
対
象
／
甲
賀
市
・
湖
南
市
在
住
の
方（
障

害
を
お
持
ち
の
方
優
先
）、
ワ
ー
ド
で

文
字
入
力
で
き
る
方

●
定
員
／
８
名

●
申
込
締
切
／
11
月
15
日（
金
）

※
参
加
費
無
料

問
・
申
／
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き

☎
６
５

－

４
６
４
１
／

６
５

－

４
６
４
２

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

「
ま
な
び
の
チ
カ
ラ
」が
地
域
を
支
え
る

　
「
生
涯
学
習
支
援
ス
タ
ッ
フ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
教
育
人
材
バ
ン
ク
）」で
は
新
し

く
支
援
・
指
導
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

教
育
人
材
バ
ン
ク
は
、
み
な
さ
ん
が
お

持
ち
の
知
識
や
経
験
、
専
門
的
な
技
術
・

技
能
、
長
く
続
け
て
お
ら
れ
る
活
動
を
地

域
の
生
涯
学
習
に
生
か
し
て
い
た
だ
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

登
録
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
市
内
の
社

会
教
育
施
設
や
学
校
等
を
含
む
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
の
学
習
支
援
や
指
導
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

登
録
方
法
な
ど
詳
細
は
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の「
知
り
た
い
」、「
学

び
た
い
」、「
教
え
た
い
」な
ど
の
声
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問
／
社
会
教
育
課　

生
涯
学
習
係

☎
８
６

－

８
０
２
１
／

８
６

－

８
３
８
０

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
子
育
て
を
応
援
す
る
事
業
を

実
施
す
る
た
め
に
、
就
学
前
児
童
及
び
就

学
児
童
を
も
つ
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

調
査
票
が
送
ら
れ
て
き
た
ら
、
子
育
て

の
現
状
ま
た
は
意
見
等
を
ご
記
入
い
た
だ

き
、返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
保
護
者
の
方
す
べ
て
に
依

頼
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
／
こ
ど
も
応
援
課

☎
６
５

－

０
７
２
９
／

６
３

－

４
０
８
５

募
集

水口スポーツの森へ行こう 11月の催し

●年間予約に供しない一般利用者のための確保日（２月分）のお知らせ
　・野球場（市民スタジアム）……２月11日（祝）・15日（土）
　・多目的グラウンド…………… ２月８日（土）・23日（日）
２月分の利用申し込み締切日：11月26日（火）　※抽選日：12月１日（日）

甲賀市民スタジアム
日 事業・大会名等 対象者

2・3（土・日） 秋季県中央合同 軟式野球（中学生）
9（土） 第 40回県高校野球　一年生大会 硬式野球（高校生）

10（日） 第40回県高校野球　一年生大会（予備日）
甲賀市軟式野球リーグ戦　決勝トーナメント

硬式野球（高校生）
軟式野球（一般）

17（日） 第 51回県障害者スポーツ大会 ソフトボール（知的障害者）
24（日） 甲賀市軟式野球リーグ戦　決勝トーナメント 軟式野球（一般）

多目的グラウンド
日 事業・大会名等 対象者
2（土） 秋季高校総体サッカー競技 サッカー（高校生）
3（日） 滋賀県社会人リーグ（一部） サッカー（一般）

4（月）（祝） サンライズリーグ昇格戦 サッカー (中学生 )
6（水） 第 16回秋季ゲートボール大会 ゲートボール (一般 )
9（土） 全国伝統花火大会
16（土） 滋賀県自治体職員サッカー選手権　２回戦 サッカー(自治体職員)
17（日） 第 51回県障害者スポーツ大会 サッカー(知的障害者）
30（土） 第34回甲賀市・湖南市中学生 1年生大会 サッカー (中学生 )

陸上競技場
日 事業・大会名等 対象者

2・16・23（土） 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会 陸上 (一般 )
9（土） 滋賀県高校スプリント選手権大会 陸上 (高校生 )

17（日） 第 14回全国障害者スポーツ大会
候補選手競技別練習会 (陸上競技の部 ) 陸上 ( 知的障害者 )

30（土） 滋賀県自治体職員サッカー選手権
準決勝・決勝 サッカー(自治体職員)

平成25年11月1日 202013.11.121 　　　　2013.11.1 平成25年11月1日
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市
史
い
よ
い
よ
近
世
編
へ

　

甲
賀
社
会
の
ル
ー
ツ
が
中
世
に
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
江
戸
時
代
は
そ
れ
が

開
花
し
、
今
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
社

会
の
か
た
ち
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
時
代
と

い
え
ま
す
。
現
在
の
大
字
と
ほ
ぼ
一
致

す
る
１
２
０
に
の
ぼ
る
村
が
市
域
に
成

立
。
村
役
人
を
お
き
、
用
水
や
山
を
管

理
し
、
農
業
を
中
心
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ

の
職
業
に
従
事
す
る
な
か
で
、
余
剰
を

蓄
え
、
才
覚
を
働
か
せ
、
安
定
し
た
暮

ら
し
と
社
会
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

街
道
が
縦
横
に
開
か
れ
、
多
く
の
人

や
物
資
・
情
報
が
行
き
交
う
こ
と
で
、

人
々
の
活
動
は
多
様
か
つ
広
範
囲
に
わ

た
り
、
競
争
が
生
ま
れ
る
な
か
で
、
商

業
や
地
域
色
豊
か
な
産
業
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

「
甲
賀
市
史
」第
３
巻
は
、

近
代
日
本
を
準
備
し
た
と
も
評
価
さ
れ

る
江
戸
時
代
の
甲
賀
を
、
多
く
の
史
料

に
も
と
づ
き
、
話
題
豊
富
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。
現
代
編
集
中
の
近
代
編「
道
・

町
・
村
の
江
戸
時
代
」に
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課　

市
史
編
さ
ん
室

 

☎
８
６
―
８
０
７
５
／

８
６
―
8
２
１
６

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

広報 広告主
募　集

・発行日の45日前までにお申し込みを
・掲載箇所　各月１日号「情報のまど」下部
・広告企画　縦45mm×横85mm（１枠）
・掲 載 料　１号１枠 25,000円／月 ※長期割有
・発行部数　35,100部 ※詳細は市ホームページまで
問・申/広報課　☎65-0675 ／ 63-4619

労
働
保
険
未
加
入
の
事
業
主
の

皆
さ
ん
は
早
期
の
手
続
き
を

　

労
働
保
険（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
）

は
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働
い
て

い
た
だ
く
た
め
、
政
府
が
管
理
・
運
営
し

て
い
る
保
険
制
度
で
す
。

　

労
働
者（
パ
ー
ト
及
び
ア
ル
バ
イ
ト
を

含
む
）を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主
は
、

業
種
や
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ

て
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。（
※
農
林
水
産
の
一
部
の
事
業

を
除
く
）

　

ま
だ
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
と

ら
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
今

す
ぐ
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

で
加
入
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
中
小
企
業
事
業
主
の
委
託
を
受

け
て
、
労
働
保
険
の
事
務
処
理
を
代
行
す

る「
労
働
保
険
事
務
組
合
」制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
機
関
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
滋
賀
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
７
７

－

５
２
２

－

６
５
２
０

０
７
７

－

５
２
３

－

５
７
５
５

　

東
近
江
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
７
４
８

－

２
２

－

０
３
９
４

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
賀

☎
６
２

－

０
６
５
１

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

県
最
低
賃
金
改
定
の
お
知
ら
せ

　

滋
賀
県
の
最
低
賃
金
は
、
10
月
25
日
か

ら
１
時
間　

７
３
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
最
低
賃
金
は
、
常
用
・
パ
ー
ト
な
ど

雇
用
形
態
を
問
わ
ず
、
県
内
の
事
業
所
に

雇
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
最
低
賃
金
は
、
賃
金
の
最
低
額

を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
労
働
条
件
の
改

善
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

※
特
定
の
産
業
に
は
特
定（
産
業
別
）最
低

賃
金
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
近
く
改
訂
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
滋
賀
労
働
局　

賃
金
室

☎
０
７
７

－

５
２
２

－

６
６
５
４

０
７
７

－

５
２
２

－

６
２
５
２

　

東
近
江
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
７
４
８

－

２
２

－

０
３
９
４

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

女
性
へ
の
暴
力
の
な
い
社
会
づ

く
り
を

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯

罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
女
性
に

対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
機
会
に
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴

力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ

う
。

11
月
12
日（
火
）～
11
月
25
日（
月
）は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

期
間
」で
す
。

～
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
～

〇
甲
賀
市
男
女
の
悩
み
ご
と
相
談
窓
口

（
甲
賀
市
役
所
人
権
推
進
課
内
）

月
・
水
・
金（
祝
日
を
除
く
）９
時
～
16
時　

電
話
・
面
接（
要
予
約
）

☎
６
５

－

０
７
５
１

〇
甲
賀
市
家
庭
児
童
相
談
室（
甲
賀
市
役

所
こ
ど
も
応
援
課
内
）※
Ｄ
Ｖ
の
み

月
～
金（
祝
日
を
除
く
）８
時
30
分
～
17
時
15
分

☎
６
５

－

０
６
６
０

〇
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

月
～
金（
祝
日
を
除
く
）８
時
30
分
～
17
時
15
分

11
月
18
日
～
11
月
24
日（
強
化
週
間
）

月
～
金　

８
時
30
分
～
19
時

土
・
日　

10
時
～
17
時

（
大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

�

☎
０
７
７

－

５
２
２

－

４
６
７
３
）

問
／
人
権
推
進
課

☎
６
５

－

０
６
９
４
／

６
３

－

４
５
８
２

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－

－

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

●
日
時
／
11
月
６
日（
水
）13
時
30
分
～
16

時
30
分（
受
付
16
時
ま
で
）

●
場
所
／
水
口
納
税
協
会
３
階
会
議
室

●
定
員
／
予
約
制
で
先
着
６
名（
１
人
約
30
分
）

※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－

１
１
５
１
／

６
３

－

０
１
７
３

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－

－

相
談〈
11
月
〉

【第3巻予約受付中】11ページの案内をご覧ください。

【既刊販売価格】1冊3,500円
【販売場所】
　〈水口町〉�ブックショップヤマカワ・山田書店TSUTAYA　

さんぽうどー・水口歴史民俗資料館
　〈土山町〉�ウエノ・道の駅あいの土山・新名神土山サービス

エリア案内所・土山歴史民俗資料館
　〈甲賀町〉かふか生涯学習館
　〈甲南町〉ウイング甲南店・市史編さん室
　〈信楽町〉�大宝堂谷川書店・信楽伝統産業会館・信楽中央公

民館

　※営業・開館時間等にご注意ください

平成25年11月1日 222013.11.123 　　　　2013.11.1 平成25年11月1日
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●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,440

46,384

47,056

33,358

（-20）人

（-30）人

（-32）人

（-2）世帯
H25.9.30現在　（　）内は前月比

11月の延長窓口は
５日、12日、19日、26日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市
民センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発
行等を夜の７時まで延長しています。
※ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　
　　　☎65‐0683 　65‐6338地元生産森林組合の指導で身近な産業「林業」を体験…関連ページは p15地元生産森林組合の指導で身近な産業「林業」を体験…関連ページは p15地元生産森林組合の指導で身近な産業「林業」を体験…関連ページは p15

県から生活再建支援金交付・・・・・・・・・・・・・・・P2
第２回信楽まちなか芸術祭閉幕・・・・・・・・・・・・・P3
甲賀市行政情報番組「きらめきこうか」・・・・・・・・・P4

児童クラブ利用申込受付開始・・・・・・・・・・・・・・P6
まちかど特派員のページ「地域の魅力発信基地として」・・P10
であいこうか　「地元が大好き」西川千晶さん・・・・・・P15

にしかわ   ち  あき

「
ぼ
く
の
か
お
」

希
望
ヶ
丘
保
育
園
５
歳
児

河
野 

蓮
音 

さ
ん

か
わ
　 

の

れ
　 

お
ん

「
お
お
き
な
す
い
か
」

朝
宮
小
学
校
１
年

寺
井 

弘
次
さ
ん

て
ら
　
い

「
土
の
中
の
楽
し
い
森
」

土
山
小
学
校
４
年

前
田 

唯
花
さ
ん

ま
え
　
だ

こ
う
　
じ

ゆ
い
　 

か

　
20
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
た
第
２
回
信
楽
ま
ち
な

か
芸
術
祭
が
閉
幕
し
ま
し
た

▼
私
も
何
度
も
会
場
に
足
を

運
び
、
芸
術
祭
を
楽
し
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
▼
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
た
色
ん
な
企
画

の
中
で
特
に
印
象
が
残
っ
た

の
が「
住
民
ま
ち
な
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
一
つ
と
し
て

商
店
街
で
実
施
さ
れ
た「
手

ぬ
ぐ
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

▼
い
つ
も
と
違
っ
た
目
線
で

街
を
歩
き
な
が
ら
、
色
と
り

ど
り
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
ぬ
ぐ
い
を

作
り
ま
し
た
。
汗
を
拭
い
て

も
イ
ン
ク
は
滲
ま
な
い
よ

う
に
加
工
し
て
も
ら
っ
た
の

で
、
こ
れ
を
使
っ
て
11
月
は

も
っ
と
汗
を
か
こ
う
と
思
い

ま
す
。

�

つ




